別記様式第１号　別紙１
事　業　計　画　書

	申請事業者名
	

	事業名
	

	事業実施期間
	（交付決定日） ～　令和　　年　　月　　日（終了予定日）

	事業実施期間中の具体的
スケジュール
	＜事業内容を整理し、何を、いつからいつまで等　具体的に記入すること＞

	プロダクトの名称
	

	新規/ブラッシュアップ
	新規　　　・　　　ブラッシュアップ

	主要ターゲット・客層
	

	キャッチコピー
	＜観光プロダクトの魅力を一言で表現すること＞


	観光プロダクトの概要
	＜新規開発またはブラッシュアップを実施する観光プロダクトの概要を簡潔に記入すること＞
※既存の類似するプロダクトと比較した差異や強み、リピーターを増やす工夫についても記入すること

	多言語対応
	<対応できる言語について記入すること>


	テストマーケティング実施予定
	

	集合場所
実施場所
	集合場所名称
	

	
	集合場所住所
	

	
	実施場所名称
	

	
	実施場所住所
	

	販売開始予定
	令和　年　　月　　日　開始予定

	想定販売価格
	円（１人あたり）

	催行時期
	通年　　　・　　　季節限定（　　月～　　月）

	催行人員
	
（最少）　　　　　　人　　　～　　（最大・定員）　　　　　人まで
※（最大・定員）が19人以下の事業は対象外

	催行
設定日数
	１か月間に催行する日数：　　日　/　年間で催行する日数：　　日
※年間催行日数が89日以下の事業は対象外

	人員配置・運営体制
	<継続的に運営が可能な体制について具体的に記入すること>





	誘客目標

	期間
	実施回数
	販売人数
	売り上げ

	
	令和８年度
	回
	人
	円

	
	令和９年度
	回
	人
	円

	
	令和10年度
	回
	人
	円

	
	令和11年度
	回
	人
	円

	
	令和12年度
	回
	人
	円

	
	令和13年度
	回
	人
	円

	自走化に向けた
事業計画
	＜補助事業期間終了後５年間の自走化に向けた計画について記入すること＞


	想定販路
販売方法
	＜想定しているOTA名,旅行会社名と販売方法など販売経路を記入すること。既存の販路については明記し、Webの販売ページがある場合はURLも記入すること。＞


	
	即時予約
	可　　・　　不可

	
	リクエスト予約
	可　　・　　不可

	
	ウォークイン（予約不要）
	可　　・　　不可

	概算払い請求の予定
	なし　  ・　　　有（請求予定：　　月　　　　　　円）
※県内の市町、観光協会、地域ⅮＭＯが事業主体となる補助事業のみ
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